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音楽による異文化交流の一考察

A Study of Cross Cultural Exchanges Through Music 
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はじめに

近年、右のグラフに見られるように日本に滞在する登録

外国人の増加と共に＜図 1.外国人登録法に基づいて登録

された各年末現在の数＞、国外に定住する日本人も益々増

日本国籍を有する海外長期滞在者及えてきている＜図 2.

び永住者＞l。また、交通・通信技術の発達によって、人

と物と情報の移動と混交が急速に進み、世界はリアルタイ
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ムで結び合わされ、今まで縁の遠かった人々との距離も近
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くなってきている。それによって今まで気がつかなかった

世界が聞けてきたという良い面がある一方、今まで古 くか

らある同じような考えで済んでいたものが、生まれ育った

環境の相違からコミュニケーションに誤解を生じてきてい

る。

その自然や社会の環境のなかで人々の暮らしの仕方は、

それぞれの生活に応じて長い間にできあがったものである

叶
∞
田
町
F

叶
山
田
町
F

叶

ogF

社
呂
田
F

崎
呂
田
F

から、ある社会の人々の特徴的な生活の様式がそれぞれの

社会においてさまざまな姿をもっているのは当然のことと

しかし今日、在日外国人の約60%が日本語でのやいえる。

りとりに不安を抱いている2という状況の中で、言葉による意思疎通が難しい外国人との間で

「コミ ュニケーションの不足」により人間関係が希薄になり 、お互いの聞に妙な誤解を生みか

「総合的な学習の時

ねないとも限らない。

異文化に住む人々との交流が重要である事は、新学習指導要領にある

間」の学習活動として「国際理解jのカテゴリーが掲げられていることからも伺うことができ

との仮説をもとに、る。そこで本論では、「音楽が人々との交流を進めていく上で有効であるj

どのような点に気をつけていったらよいのか

を取り上げることにした。それは小倉利丸が「音楽の興味深いところは、非常に鮮明な文化的

音楽を通した異文化との交流をどのように捉え、
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な固有性を担っているように見えながら、しかし同時にまたやすやすと文化の境界を乗り越え

て、異なる文化の中に伝播しうる力を持っている」3と述べているように、音楽には言葉を越え

たコミュニケーシ ョンを成り立たせる力をもっている、と考えたからである。実際、日本在住

外国人児童（小学校）における 「教科別理解状況Jのアンケート結果では、「よく分かり授業も

理解できるjの項目について、音楽（46.0%）が主要4教科 （国語 ・算数 ・理科・社会）の平

均（28.1%）に比べて高いことからも、音楽が言葉では理解できないようなことも感覚から伝

えられることを示しているといえるだろう 4。

こうしたことを踏まえ、本論では音楽で実際に交流を進めている例を引きながら、異文化と

の交流の視点を明らかにし、さらに深い理解を進めていけるよう筆者な りの考察をした。

II 異文化交流に必要な視点

よく我々は、考えの違う人に対して「住む世界が違う」などという表現を用いることがある

が、同じところに住んでいても一人一人の生まれ育った環境や、能力、年代の差、性格や役割

が違うようにこの世に同じ人は一人としていなく、その存在は異なるものである。

しかし、今までの日本は極端にできる人間や落ちこぼれはつく らず、 平均的で同じよ うな感

性、同じような国民意識をも った人々を教育してきた歴史があった。高度経済成長の取り組み

の中で同質的な社会の方がより効率的であるとの考えから、社会の中で異質なものを排除して

きた結果が今日の教育におけるさまざまな問題となって現れているに違いない。今後国際化が

進み、異文化の問題がますます現れてくる中で、わが国でも異質なものを受け入れながら変ら

ざるを得ない状況が来ているこ とは確かである。そこでまず、この“異文化”との交流を進め

ていく際にはどう いった視点で臨んでいく事が必要であるかを考えてみた。

1.遣いの中にある共通性を見出す

“異文化交流に必要な視点”を考える際に鍵と なる話が次にある。 s.ハンチントンは“独

りよがりにならず、互いに周辺の文明と理解し合い共存をしていく ためには ？”という問いに

対して、「“共通則”、 つま り各種の文明が『何を共有し』『何を共通項とするか』を探求すべき

だ」5と答えている。実際、「違う」と思われるという事柄でも、よく 考えると共通性があったり

する ものだ。大林太良は、シベリアから北アメリ カにかけての針葉樹森林地帯にある一連の文

化要素を調査したが、そこではシラカンパの樹皮を材料にしてテントやボート、あるいは容器

を作って使用するという習俗、持ち運びに便利な独特のゆりかご、 動物の肩甲骨をあぶって行

う占い、 クマを宗教的に畏れ敬う習俗などがあったO 大林は、何も関連性がないよ うに見える

これらのいろいろな要素が、実際にはこの地方にある特別な交通用具である＜雪靴＞という 同

ーの文化領域でまとめられると結論づけている6。これは、 ある文化を自然環境の点から共通

点を見出した例であるが、このよ うに文化をさまざまな点から考察することによって今までは

気が付かなかった共通点を見出すことができるだろう 。
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その共通点を歌唱についてみると、例えば日本の音楽を代表する民謡には “ふしまわし”や

‘こぶし”という表現があるが、これは朝鮮半島の芸能 “パンソリ”やモンゴルの部族“タタ

ール”の音楽にもみられ、日本の演歌や追分に類似している7。また、ヨーロ ッパのアルプ

ス、オセアニアのガダルカナル島ヘアフリカのビグミ一族と、地理的にも文化的にも全く違

う一見関連性のないようにみえるこれらの地域には、「ヨーデル唱法が用いられているjという

共通点がある。 器楽について見れば、トルコの 「ブラスパンド」、日本 ・中国・朝鮮半島の

「雅楽」、インドの 「シタール ・タブラなどを中心とした合奏音楽j、インドネシアの「ガムラ

ン音楽」などは別のもののように思われるが、作曲家のみっとみ俊郎は、太鼓の類の打楽器や

さまざまな種類の管楽器が大人数で登場することから 「その意味では西洋音楽のオーケス トラ

と何ら変わると ころはないjとその共通性を示唆しているら確かに、HS分類法によれば世界

中のすべての楽器は「体鳴」「膜鳴」「弦鳴」「気鳴」「電鳴Jの五つの分類のどれかにあてはまると

言われており 10、その発音形態の類似点などから他の文化にある楽器と 自分達の文化の楽器に

親近感をもっ可能性は十分にあるといえる。

音楽の技巧面や形式面の類似性もそうであるが、 音楽の表現の中にその共感できる部分を見

出す事もできる。三味線（三弦）といえば日本独特の音楽のよ うに聞こえるが、盲目のエレク

トーン奏者大島彰は津軽三味線の旋律について 「激しい中に、もの悲しい人聞の宿命が息づい

ている。それでいて、辺境の海辺の伸びやかさ、温かさが流れている」とアメリカのソウルジ

ャズ、ポルトガルのフ ァド、スペインのジプシーの歌にも共通する旋律があることを述べてい

る110 近代中国においても多〈の日本歌曲が歌い継がれているが、 その多 くは行進曲風の歌や

軍歌で、民衆を喚起し民族精神を奮い立たせるために日本の力強く明快である音楽が群集の闘

志を鼓舞するのに大きな作用を発揮している九

船曳健夫は、異文化理解について “他の文化との比較の中で関連性 （共通性）を見出してい

くこ と”という観点から、「異文化を理解する努力というのは、異なる文化を もっ人との重なり

合いの部分を広げてい くということになります。J13と述べている。つまり、異文化の中にある

「共通性」を見出すことで親近感が湧き、興味をも った り共感した りする部分、船曳のいう

「重な り合う部分Jが多くなることだろう。 「類は友を呼ぶjというが、違いの中にある共通性

を多く見出していく中で、異文化に対しての親近感が表れも っと「交流してみたい」という気

持ちも湧いてくることだろう。

2.遣いから学ぶ

私たちはいつもありきたりの出来事や生活には退屈を覚える現実がある。 日本には見られな

い異国の歴史の中で形成された世界遺産や秘境の地の報道番組などに思わず見入って しまうよ

うに、時にはわれわれの常識（文化 ・価値観の範囲）では考えられないこ とに興味をも った り

する。A.ストーは「人聞は刺激過剰と同じように刺激飢餓に苦しむ。」14と述べているが、今ま

でとは違う新しい刺激のあるものに興味がいくのは人間の常といえる。それぞれの環境が違う
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ように文化は違う事が当たり前といってもよいが、 共通点が見出せなくとも、違った価値観や

文化と接することで新たな触発を受ける可能性がある。 1976年に東京で行われた 『アジア伝統

芸能の交流Jの後では、たくさんの日本の人たちが東南アジアの音楽だけでなく日本音楽を好

きになり、「和楽器を習ったり吹きたくなったり」といういろいろな変化が起こっている九遠

藤克弥が「他文化との接触が長くなれば、異なった文化のよさを感じと るようになるし、白文

化の欠点も見えるようになるJ'6と述べているよ うに、違った文化にふれることが自分の文化を

認識する刺激となり、それが交流の動機付け、 きっかけとなることがあるに違いない。例え

ば、多様な音楽が渦巻いている世界に身を置いているミ ュージシャンたちにはそうした違った

文化から学ぶことが多いようである。津軽三味線をすべての世代に広げようと新しいスタイル

を生み出している“吉田兄弟” の弟ケンイチは「どんなジャンルの由でもかまわない…私が試

みようとすることは何でも音楽によい結果をもたらす」と述べ、新しいものに触発されること

が好きという九更には、ジャズ・フュージョン界のギターリストである渡辺香津美も、クラ

シック界のギター奏者福田進ーとの共演によ って 「自分でも音楽の幅が広がってきた。やっぱ

り難しいけど面白い。まだまだや りつくすことが多いなという感じで楽しいです。」と、ジャ

ンルの違うものが一緒にやることで学ぶものが多いこと を述べているヘ D. エリオ ットは

「未知の音楽文化に触れることは、自己を点検させ、人間関係や考え方の枠組みや好みの再構

築を促すJ'9と述べているが、 これらの例のよう に異なった文化の音楽に触れることによ って、

結果的に自分の音楽性を高めて広げていける可能性を伺うことができる。

今まで見た り聞いたりしてきたこととその違いが大きければ大きいほど、印象は強いものと

なり斬新な文化が生まれるもとになるだろう。吉田禎吾は 「文化変容の開始は、文化的に型ど

られた行動様式からはずれた“逸脱行動”によ って始まる」と述べているが叩、先の例のよう

に異文化の影響を受けてここに“新しい文化が生まれる”ということがこの論から見て取る こ

とができ る。しかしながら、「他と違う」ということは同質性を重んじる社会では異端の存在と

して考えられるので、今までの価値観に変わるものを取り入れること は勇気のいるこ とであ

る。小津征爾は「日本人は人のことを気にして、人と違ったことをするのを好まないJ反面、

「西洋人は個性が強く、創造性が豊かであるjと述べているが21、日本でもいろいろな価値観の

影響を受け変容したものに対して、その個性を認めていくべきである。ある価値観から逸脱す

るものを“ダメな もの”と決めるのではなく 、その存在から何かを学んでいくことが異文化と

の交流には肝要である。

3.新たに文化を創り出す

文化の違いはよ く考えると共通面があること、また相違点にプラスの面があるということを

述べてきた。確かに、歴史や環境ととも に形成されてきた異文化はそう簡単に相容れるもので

はない。しかしながら、文化は人々の移動や時代の流れにより成長、 発展をして今日まで存在

してきた。事実、ジプシーたちは東から西へ旅を続け、通り過ぎた国々の文化を借用しながら



207 

他の文化にも影響を与えてきた。それは、西域からシルクロードを経て唐にもたらされた楽器

や楽舞が雅楽として中固化したかたちで統合されたことからも伺うことができるヘつま り、

アメリカの写真家メイヤーが「世界中の文化は互いに影響し合いながら存在する。文化は最初

から交じり合いながら起こってきた産物であり、時間をかけて少しずつ混じり合っていくYと

述べているように、同じ地域にある異文化がいつまでも“水と油”のように分かれたままでい

るのではなく互いに影響を与えながら変化の過程を経て存在してきたといえる。

ここで新しい文化がっくり出される背景について考えてみたい。古い価値観にしばられない

若者たちの聞においては、既存の文化に対しでも異なったものを組み合わせることなどが柔軟

に試行され、今までは考えられなかったような新しい文化が現在も形成されつつある。そうし

た若者文化のキーワードに 『リミ ックス（r巴mix）』 という概念がある。辞書ではこの 『リ ミッ

クス （remix）』 という言葉は「レコード制作で，同じ素材を別ヴァージョンで新たにミ ックス

・ダウンする場合の作業」や、 「ミキシング（録音）し直す」「混ぜ直す」という意味がある

が、簡単に言ってしまえばそれまで既成概念として異文化であったものを“混ぜる” というこ

とである。例えば、“食べ物”の例としてイチゴと大福をミックスした「イチゴ大福Jは有名で

あるが、その他にも「チョコレー ト＋とんかっ」「納豆＋カレーJ「ツナ ・マヨネーズ＋たい焼

き」などの今までの古い食文化の価値観では考えられなかった組み合わせが若者の文化で発展

している。

音楽の世界でも、このように元からあった伝統の文化に他の文化が組み合わされた形で変容

された結果、新しい文化が生まれている。管弦楽の曲でみるならば、アンドレ ・ジョ リヴェの

『ピアノ協奏曲』 やオ リヴイ エ ・メ シアンの 『天国の色彩』などの作品の中に、木琴、センセ

ロス（半音階の鍵）、タムタムなどの楽器が多用されているように、ガムラン音楽が取り入れ

られている24。また、ジャズの音楽はその特徴である“ア ドリ ブ”で他の演奏者がしているこ

とを感じとらなければいけない点において、他者の音楽との関連を重視しながら演奏者が本来

もっている音楽性が活かされるものとなるだけに、「演奏者の生まれ育った文化を由の中に溶け

込ませるjという点で興味深いものがある。アフリカのタ ンザニアではヨーロッパや日本から

たくさんのエレキ楽器やスピーカー ・アンプなどが輸入され、都市部にたくさんの“アフリカ

ン・ジャズ”と呼ばれる新しい音楽が生まれているお。また、フリ ージャズ系のグループ「マ

サダ」のリ ーダーJohnZohnは、ジャズの音楽に彼が育ったユダヤ的な文化であるヘブライ旋

法をもとに即興演奏を加えて作曲をしているお。 ベトナムではサキソフ ォーン奏者のク ェン ・

ヴァ ン・ミンが 「若者と一緒に新しい形のジャズを作りたい。民族音楽を外国音楽の長所を生

かしてベ トナム独自のジャズを作り上げたいJ27と民族楽器ケーンなども使用しながら、ベ トナ

ム音楽の音階を流用し、ベトナムの民族音楽をジャズに乗せる取り組みをしている。

このように変化の影には、新しいものを取り入れようとする先駆的な人々がいたからこそ、

その時代 ・地域に受け入れられる文化として発展してきた、というこ とがいえるだろう。 例え

ば、パキスタン系英国人のギタリスト、アジズ ・イブラヒムが 「7歳のころからエレクトリッ
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クギターによるインド音楽に挑戦」却したり、タ ンザニアのキンブトゥは、タンザニアの伝統的

な音楽にレゲエ、ルンバの要素をミ ックスさせ “カルチュラル ・ロック”という新しいスタイ

ルで演奏をし、人気を博している却。 ロシアでは民族音楽風な曲にシンセサイザーを加えたも

のなどがあ り、小室等が 「ヨーロッパ・ アメ リカ風であるにも関わらず、よ く聴くと どこか違

って、 ロシアン・ ポップス としか言いようがない」却と述べているよ うに、新しい音楽の中にも

地域文化の特色が音になって表現されているものがある。 また、身近なと ころではSax奏者の

梅津和時氏の率いる「キキ ・バン ド」 が北海道の無形文化財 「松前神楽」の宮司と共演を行

い、 伝統芸能と現代音楽の 「かがり火コンサー トjを実施している310 

伝統の音楽に興味をもっても らう ための手段として、音楽家たちはこのようなさ まざまな工

夫を施しているのだろう。そして、こうした“新しい試み”から、今までには考えられなかっ

た表現の方法が編み出されたり 、異文化の音楽との共演がされたりするなかで、 その楽器、さ

らには伝統音楽そのものの可能性が広がってきたことは間違いない。大林太良が「あらゆる文

化は、たとえどんな未聞な文化であっても絶え間ない変化の状態にある。そしてその文化変化

を引き起こす主なものは、新しい文化の追加である。新しい文化要素の追加は発明あるいは伝

播によ っておこる。Yと述べているよ うに、新しい要素が今まで存在していた文化の中に融合

され、時代と共に新しい文化がつく られてきた。今まで全く異なっていると思われてきた文化

同士が、これからも新しい世代の人々によ って結びつけられることは想像に難くない。このよ

うな観点からも、異なる文化に影響を与える音楽のもつ力は異文化の交流活動において有効で

ある、という ことがいえる。

m 異文化交流を進めていく際の留意点

前章でも述べたように、長い歴史の過程を経て異なる文化に住むもの同士が交流を行ってき

た結果、今日の音楽文化が存在しているということができる。しかしながら、A.ス トーが 「音

楽は文化に根ざした産物である」おと異なる文化の音楽を鑑賞するこ との難しさを述べているよ

うに、それぞれ別々の環境に生まれ育ち基本的な価値観も違う者同士がお互いの音楽について

理解を深めるにはいく つかの工夫が必要である。そこで次には、 幾つかの文献を通して考察し

た 「異文化交流を進めていく 際の留意点jをまとめてみた。

1.音の背景を知る

まず第一に、異文化の理解をする際には「その文化に流れているところの背景を知るjとい

うことが大切である。それぞれの文化に生まれ育ってきた我々は知らず知らずのうちに白文化

の影響を受けてお り、武満徹が 「われわれの耳は知らず知らずのうちに素直じゃなくなってき

ている。様々な価値観、概念によ って汚されている。Yと述べているよ うに、生まれた時から

の感覚や価値観によって好悪や優劣を判断してしまう危険性がある。つまり、認知する我々は

もうすでにそれまでの自分の生きてきた文化の色眼鏡を通して異文化のものを見聞きしている
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ため、音楽を発信する異文化の人 の々意図とは違って くる可能性が大きい。そこで菱信子が

「音楽が国境を越えるためには、その音と結びついたイ メージなり、 世界観なり物語が必要」お

と述べているように、音楽の表現している背景を若干でも知る事によ って、その作品の本当の

理解や感動はより深くなるといえる。実際、コンサートのパンフレッ トやCDのアルバムには

必ずといってよいほどその作品や演奏者に関しての解説が載っているが、そうするこ とで聴取

者のその音楽に対する理解を深め、よ り深い音楽体験が生み出されるこ とを狙っている といっ

てもよい。平野敬ーは『マザー ・グースのうた』 のCDの解説の中で 「自分の想像力を自由に

はばたかせるだけでマザー ・グースの世界に没入できる人には、く だくだしい解説は不要かも

しれません。しかし背景がわかれば、それだけ唄の味わいが深くなる戸と述べているが、異な

る文化背景をもっ音楽ほどその作品なり演奏の説明が補足されることによって、音楽の楽しみ

方はもっと深められるに違いない。

2.複数の言語、他の表現媒体の活用

前述の［背景を知るjということを念頭に入れた上で、実際の交流を進める際に「言葉」が

果たす役割は重要である。“アジア・ フォーカス福岡映画祭”ではその第一回目において流され

たインドの作品をブラジjレの映画批評家が見て感嘆し、地元のサンパウロで上映すること にな

った。この背景としてこの批評家は 「これらの作品を理解できたのは、 それらのプリント に日

本語字幕とと もに英語字幕も入れていたからJ37ということを述べている。この例からわかるよ

うに、国際化が進む社会においては、自国だけで通用する言葉の表記だけではその説明として

は不完全である。 外国で演奏会に行きたくとも、何が行われているのかわからなければ足も遠

のく だろう し、パンフレットや演奏会の説明の中で言葉がわからなければその背景をつかむこ

とができず、面白さも半減してしま うことは想像に難くない。榎田勝利は 「世界に聞かれたま

ちづく りのためFの10の提言の中で、『日本語と英語の併記による情報サービスJを提言してい

るが、世界中からの来客を迎える観光 ・娯楽施設では英語と他の外国語での表記が当たり前で

あるよう に、 迎え入れる側に理解できる言語での表記サーピスが必要である。音楽において

も、藤原歌劇団で日本初の字幕スーパーを導入したことが画期的な成功をもたら し、「日本オペ

ラの水準を引き上げたJ39と言われているように、交流を進める際にはその背景に流れているこ

とを理解するためには説明の中で複数の言語（特に世界でも共通語とな りつつある英語）を用

いる必要がでてくる。

さらに付け加えるならば、音楽は、バレエ ・演劇 ・映画などのときのよ うに、その背景を他

の表現媒体によって注釈を加えるこ とも効果的である。多くの場合、音楽はその登場人物やで、

きごと、また映像などを引き立たせるために使われるのであるが、その逆に音楽だけで描写し

よう とするよりも映像や舞踊、遊びなど他の表現方法も駆使する こと によ り、その文化がもっ

味わいを深くするこ ととなるだろう。フランスと 日本で活躍するアコーデイオン奏者Coba

（小林靖宏）はいろいろな表現媒体を協同「Collaboration（協同 ・協力）」させる試みをしてい
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るが、彼は新潟で料理、音楽、パフォーマンスなどを協同させたイベン ト 「テクノ ・キャバレ

ーjに取り組む果敢な挑戦をしているへこのように、他の表現媒体を活用することによ って

音楽の表現は活かされ、異文化との交流に役立たせることができるだろう。

3.積極的な姿勢

我々はよ く風評などからその人間の善悪などを色眼鏡で判断して しまうと きがあるが、付き

合ってみると誤解をしていたことに気がつくことがある。 E ボールデイ ングは 「（平和の文

化とは）“差異”に心から耳を傾け、他人を尊重し、人間としての兄弟・姉妹愛に徹する生き

方、といえる」41と述べている。実際のところ、自分の信念としているものが脅かされることを

恐れたり、プライドを守るためか、自分とは異なる考え方に対しては“認めたがらない” 傾向

の人もいることは事実である。しかし、受け入れる姿勢がなければ、異文化にまたがる問題の

本質をつかむことはできないだろう。

このことからも、われわれは自分たちの価値観とは違う文化に対して積極的に取り組もうす

る姿勢が求められている、といえる。そして今日まで伝統ある音楽に対して様々な音楽家がそ

の伝統の形態を変えた表現を試みられてきた。日本では“等”の世界で有名な宮城道雄が、 彼

の代表作ともいえる『春の海』でそれまでの伝統的な奏法に “西洋の和音”や“ハーモニク

ス”“ピツイカー ト” の奏法などを組み込だことは有名である九“三味線”の世界では二代目高

橋竹山が寺山修司の詩に沖縄の音階を使った津軽三味線の曲を発表したり 、韓国のパンソリを

三味線の演奏に起用したり、ソウルやブルースの分野の人たちとのセッションをやったりと、

三味線の可能性を広げる挑戦を続けている4＼ また、国際交流基金の取り組み 『ASIANFAN-

TASY ORCHESTRAjでは、伝統音楽、民謡、ジャズ、ポップス、西洋クラシックなどさまざ

まな音楽ジャンル ・文化的背景を持つ音楽家たちが、多くの音楽的な違いを越え、アジアの地

域が有する伝統・民族曲などの特徴的な音楽的要素を織り込んで新たな音楽を創り上げる公演

を行った判。1998年「国際音楽の日」のイベントでは日韓合同制作のオペラ「超越jが公演さ

れたが、ここではエレクトーンアンサンブルによる伴奏といっ特徴があったヘクラシック界

の立場から言えばこうした取り組みは邪道に思われるかもしれない。しかし、韓国でのこう し

た電子楽器とオペラの関わりは、「オペラ公演は多額の費用がかかり財政上不可能である」とい

う必然性から新しい音楽表現として活用が始められたという経過があり 、オペラの盛んな韓国

で庶民が身近に取り組めることを考えるならば、こうした斬新なアイデアは他の地域でも大い

に用られるべきだろう。

このような新しい音楽への挑戦は、今までの狭い文化の中だけのものから積極的に他の文化

の要素を取り入れることによ って発展してきたものということができる。 塚田健一は 「今日台

頭している文化の新しい傾向を、わたくしたちは『古い伝統J『正当な伝統Jに対して 『擬似の

伝統Jとして排除するのではなく、むしろ積極的に考察のなかに取り入れていかねばならない

だろうJ46と述べているが、そうした異文化に対する寛容性は異文化の理解には欠かせないもの
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である。つまり、自分たちの文化とは全く異なると思われる音楽であったとしても 「そこから

何かを学び取ろう」「新しい表現を工夫してみようjという積極的な姿勢を我々は交流する際に

もち続けるべきである。

4.性急な判断を避ける

異文化を理解するには性急な判断をさける必要がある。なぜなら、それぞれの人によっても

のの捉えかたが違うこ とは勿論、同じ人でも日によ って反応が違う時があるからだ。それは精

神や身体の状態によるものであったり、周りから受ける情報や影響が日々入れ替わった りして

いるから、子どもの頃嫌いだ、ったものがいつのまにか好きになっていることがある ように、趣

味やものの見方なども年と共に変わっている。つま り、“好み”や “価値観”は時の移り変わ り

と共に変化をしているから、ある音楽に対しての評価が永久に変わらないということはない、

ということが言える。筆者は以前、雅楽の響きに対して 「気味の悪い音楽」としての認識しか

なかったのであるが、実際自分が教員になり音楽の授業を教える頃になって雅楽の調べを何度

となく聞く うちにだんだんとその響きの味わいに馴染んできたという経験がある。日本に住ん

でいる私でさえこ うであるから普段接していない異文化のものであるならば、その理解には時

聞を要することは大いに考えられる。

Bリーマーは性急な判断の危険性について、「急仕立ての意見は［急仕立ての知覚』と ［急仕

立ての反応』のなせるわざである。一つの芸術作品の複雑な内容に、即座に、深い、高度の知

覚と反応をする ことのでき る人は、まずいない。J47と述べている。 異文化の音楽を聴いたとき

に、 まず起き るのは自分の価値観から起きる“好み”や “判断”であろう。われわれはとかく

自分と違ったものに対して、“好き”とか “嫌い”の判断を早急に下してしまい、次からの行動

（音楽であれば“聴く”か“聴かない”か） を決定して しまいがちである。しかし、先にも述べた

通り、判断は時と共に変わる可能性がある。 であるから、一時的な好き嫌いの感情に左右され

て聴くことを止めてしまうのでは、相手の文化を本当に理解した事にはならない。町恵理子は

『非言語コミュニケーションの成功の秘訣.118として「解決を急がないjというこ とを挙げてい

るが、一時の判断からその文化について 「嫌い」「理解できないjとしてしまうことは避けなけ

ればならない。であるから、異文化を理解するには時間をかけて慎重に行うことが必要で、ある。

5.よい音楽にふれる

ある事柄に興味をもっ場合、よい材料を与えることは重要で、ある。一流のシェフの作った料

理はおいしいが、それは材料を厳選し、手聞をかけ、長年の経験から得た料理の知恵を駆使し

て真剣に作っているからである。 しかし、同じ料理であったと しても素人が適当につくったも

のであれば、 それを 「おいしい」とは感じるだろうか。ましてや普段食べたことがないもので

あれば 「も う二度と食べたくない」と思うかも しれない。ここで一つの例えと して、私が米国

ラスベガス滞在時 「第2@Japan FestivaIJ というイベントにボランテイ アとして参加した時の
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ことを挙げたい。その舞台では“日本の文化紹介”という名目で等の演奏発表がされていた

が、その時の演奏は調律が狂っており、等の演奏が好きであった私も嫌気が差すほどひどい演

奏だ、ったことを覚えている。「よい音をたくさん経験した子は、よい音を聴くのが好き になる」49

といわれているが、このことからも、耳慣れない文化を経験する機会の少ない異文化の人々と

の交流を進めていく際には良質の音楽が提供されることが望まれるだろう。 小津征爾が 「伝統

にはいい伝統と悪い伝統がある。…中略…その悪い方のを外国人が来て習ったら、これは惨め

な話だよ」剖と述べているように、異文化の音楽に触れるときには“よい音楽”に触れてこそ本

当の味わう楽しみが感じられる、といえるだろう。

さて、そこで“よい音楽”について考えてみたい。音楽の要素である 「リズム」「音程J「ハー

モニー」が洗練されているに越したことはない。しかし、そう考えると洗練されたという点で

はテンポも音程も正確で間違いのない“コンビューターのような” 音楽が一番である。しか

し、 音楽で人々は「表現」し、それを聴く人々が 「共有」 する芸術である。機械のよう な音楽

では果た してそこに人の心を揺さぶる感動はどれだけあるだろうか。以前私が知的障害児の特

殊学級に実習に行ったときに、お別れの場面で児童の一人が実習生のために歌を歌ってくれた

ことがあった。音楽的に言えば上手といえるものではなかったのだが、私はその歌に感動し、

いつまでも心の中にそのメロデイーが響いていたこ とを思いだす。つまり、中国の歌手崖岩光

が「感動させられるかどうかは自分の力にかかっています。自分が感動できなければ、聴衆を

感動させることはできません。」51と述べているように、演奏者の魂から溢れる よう な演奏が相

手に感動を与える、といってよい。前段と矛盾するような論になって しま うが、“よい音楽”と

いっても音楽のレベルの良し悪しに関わらず、気持ちの入った音楽が聴衆を感動させる場合が

ある。宇野功芳によれば、ある大学のオーケス トラは以前8割が初心者で弦楽器のグループは

惨たんたる状況であったという。しかし初心者が多い昔は「も う全員が音楽をしたくてうずう

ずしてお り、情熱の火で舞台が火の海になるほど感動的な演奏を していた戸が、現在では技術

が上がった代りに燃えなくなってしまった、ということである。つまり、いくら技術があって

もそこに情熱や気持ちがなければ感動は伝わらない、といえるのではないだろ うか。

これらことからも、 心から感動したものはいつまでも思い出として心に残るのであるから、

真剣な練習を通して “よい音楽”をつ くり出すための努力は惜しむべきではない。たとえ音楽

には素人であって もその真剣さが音になって表れ“素晴らしい音楽”を奏でることは可能であ

ると信じたい。そうして感動したり感動してもらう経験をする中で、その音楽が“よい思い

出” として心に残り、異文化の音楽に対して 「また聴きたいJという気持ちが起きたり 、関心

が高まるということがいえるだろ う。

6.実際の体験をする

音楽を通した交流を行っていく際には、「実際の体験をする機会をなるべく設ける」ことも重

要な点である。小泉文夫が 「頭でわかるのではなくて、本当は身体でわからなければだめなん
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ですから、一番いいのは自分でやってみることです。自分で弾いたり、吹いたり、鳴らしたり

していれば、民俗音楽の良さ、すばらしさ、楽しさがわかってくる。」日と述べているように、

馴染みの薄い音楽を理解するにはとにかく体験してみることが大切で、、それによって理解の糸

口をつかみ理解を深めることができるといえる。筆者の体験になるが、大学でオーケストラに

はいって自分が演奏するまで管弦楽の演奏は「眠くなる音楽」であり、社会人になってから ジ

ャズのピックバンドで演奏する前まではジャズという音楽は「わけがわからず、面白くない音

楽」という感想をも っていた。しかし、実際にその音楽を演奏する機会をもつことによって次

第にその音楽に興味をもちながらその音楽の良さを体得していき、今ではそれらが自分の好き

なジャンルに入っている。このことからも、河口道朗が「音楽の教養がある人戸の中で挙げて

いるように、実際に伝統楽器にふれたり、地元の身近な行事に演奏者として加わったりするな

どの体験をすることが、本当の音楽の理解を深めることになるだろう。つまり、石井敏が「丈

化問の相互理解を深めるためには、認知的局面に加えて感情的局面と行動的局面も不可欠で、

三局面がいわば立体的に作用し合うことが重要である。とくに異文化理解教育の一環としての

異文化コミュニケーション訓練では、知的理解に加えて感情と行動の面の疑似体験が重要視さ

れる。」日と述べているように、単に異文化の知識面での理解にとどまらない「実際の活動を通

した体験Jが異文化との交流には必要である、といえる。

7. 一方通行から双方向ヘ

文化交流の活動の多くを振り返ってみると、どちらか一方の側が文化の紹介をし、それを聴

くものが受身になってしまう例が多い。しかし、阿部朗ーが「一方通行から相互主義へ、直流

から交流へと対異文化姿勢を転換する必要性を明確に認識しなければならない」固と示唆してい

るように、異文化の交流は一方の知識や演奏のみに終わってしまうのではなく相互のコミュニ

ケーションがあって初めて深い理解となる。榎田勝利は 「地域の人や親が心がけること」とし

て、「子ども達は好奇心が旺盛であり、いろいろなことを親に質問したり、話を聞こうとする。

その場合、無視したり、いいかげんな態度をとらず、親子が一緒に考えたり、調べたりする姿

勢が子どもの国際性を育てることになる」57と述べている。これは子どもを例にとった話である

が、異なる文化について疑問や興味をも っているものに対して、単なる画一的な文化の紹介に

終始し観衆の反応を無視した活動になってしまうので、あれば消化不良の部分が残ってしまうだ

ろう。しかし、興味津津な子どもに親がわかるように説明してあげるように、交流の過程で興

味をも ったことへ反応が活かされる双方向の交流の機会がもてるならば、その文化に対しての

理解はより深められるに違いない。

それに加え、現在は情報化が発達しそれぞれが求めるものも多様化している時代である。日

本IBMの金子章弘が「マルチメディアの時代にはこうしたガッチリと固めたシステムのなかで

は情報がどんどん腐っていってしまう 。したがって今後は改変しやすい柔らかなシステムをつ

くっていく必要があると思う 0j58と述べているように、これからは受けるものの立場に立った
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情報の提供をしていく体制が求められている。つま り、その時々の聴衆の感じるものや求める

ものは人によ って違っているのが普通で、あるから、その反応を見定めて柔軟に対応していく こ

とが必要で、ある。これを音楽の交流の場面で考えるならば、演奏の後にその曲や楽器について

の質問を受けたり、観客に演奏を体験してもらった り、演奏者と一緒に演奏（または声を出し

たり身体を動かすこと）など共に行う活動を行い、それを聴くものの反応を見ながら曲や形態

を変えたり、さらに補足的な説明をするといったフィ ードパックをすることが考えられる。

以上のことからも、多様化した情報の提供に応えていくために文化の発信者は自分の文化に対

する知識や技能を身につけるための研鑓を磨くことが求められる、といえる。それに加え、個

人の力といっても微々たるものであるから、音楽をするものはそれぞれの専門分野に通じてい

る人とのネ ットワークを広げていく努力が必要である。

ν おわりに

時を経る中でいろいろな文化が影響し合い、 その文化混交の過程で人々は新たな出会いをし

友情が育まれてきたO つまり 、今後も更に多様化し新しい文化の興隆が進む社会では、これま

でにも述べたように「共通項を見つけ」、「違いから学び」、そして更には 「新たな文化をつく り

だす」という視点が求められている。異文化聞の人々の車L牒が取り沙汰されている昨今、スト

ラヴインスキーが「音楽の深遠な意味と本質的な目的は……交わりの状態、つまり仲間や至高

の存在との結びつきを促進することにある」59と述べているように、音楽が果たす役割のーっと

して、「人間同士の結びつきを促進するJことは重要なテーマである。音楽活動の上で大切なこ

とにアンサンブル（合奏や合唱）があるが、ソロ （一人）での活動に対し、アンサンブルでは

お互いを理解しその主張を尊重しあうことや協調性を養うことで個の在り方と集団の在り方と

いう社会性を伸ばすことができる。その上、 異文化の人との交流においては、音楽の特性であ

る「知的過程を通らずに直接情動に働きかけるJ田部分を活かしながら相違点をプラスにしてい

く創造的な活動をしていくことが双方の人間交流に役立つことになる、と信ずる ものである。

『音楽文化の振興のための学習環境の整備等に関する法律』の第一条に 「音楽文化が明るく 豊

かな国民生活の形成並びに国際相互理解及び国際文化交流の促進に大きく資する」とあるよう

に、音楽は人を結びつけ交流する力をも っているといえるだろう。 実際、意識する、しないに

関わらず音楽を通した異文化聞の交流活動は世界中のいたるところで行われており 、そこでは

新たな友情やネ ットワークがつくられている。実際の活動には、多く のエネルギーを使うこと

になるわけであるが、そう した交流が内容の濃い充実した活動となるよう 、具体的な事例を参考

にしながら今後さらなる研究を進めていきたい。
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